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本⽇のメニュー

自己紹介：仕事の変遷/これまでの経験値

AIとIoT：来歴、AIの弱点

AI, IoTとデザイン思考？

デザインブレインマッピング

顧客起点構想設計への適用事例
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仕事の変遷
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 計算⼒学（物理シミュレーション）の研究者
・与えられた問題を解く仕事。誤差精度評価及び向上⼿法が専⾨。
・提案されていた精度評価軸に疑義を唱え、種々の提案を⾏った。
・現象に寄らない端の領域だったので、いろいろと⼿が出せた。
・計算⼒学の乗らない問題には興味がなかった。
・問題を作る側ではなく、解く側で、解くことのみで満⾜していた。

 設計・製造研究のマネージメント
・設計・製造研究の⽅策等、問題を考える側に。
・計算やモデルに乗らない問題にも対処。

 COCN「コトづくりからのものづくりへ」（２０１２年）
・問題⾃体が問題の課題
・経営⼯学の書籍を読みあさるが、解は書いていない。
・報告書の結論は「デザイン思考」
・フューチャーセンタ、ファシリテーションの動きについても知る。

これまでの経験値
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・MSTC/IF「将来技術先取り設計」(2011-2012)

・COCN「コトづくりからのものづくりへ」(2012)

・日本政策投資銀行「競争力強化に関する研究会」(2012)

・産総研内「広義のデザインアクションセミナ」(2013)

・SIP「革新的設計生産技術」DMCTプロジェクト(2014-)

・産総研コンソ「構想設計コンソーシアム」(2014-)

・木原製作所＠山口県等、デザイン思考的支援活動



IoTはどこで売っているか？

どこで買えば良いのか？
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荻原裕氏（株式会社アップサイド）の講演より、第
５回ＫＤＦデザイン思考セミナー「ニュービジネス
を構想から考える設計手法」、2016.12.16

AI/IoTに（市場の）ニュー
ゲームが作れるのか？

過去知見のパターンマッチ
ングに過ぎないのでは？
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第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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日本再興戦略改訂2015（2015.6.30閣議決定）

第５期科学技術基本計画（2016.1.22閣議決定）

新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）

第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）より



第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）より

第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）より



第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）より

第４次産業⾰命に舵を切った⽇本
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新産業構造ビジョン中間整理（2016.4.27）より



AIの来歴
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第一次ブーム（1950年代）
コンピュータは論理機械であり、正確な論理操作をすれば決して間違え
ない、だから優れた人工知能たり得る。
→人間の思考は論理だけではない。失敗。

第二次ブーム（1980年代）
知識処理・エキスパートシステム。第５世代コンピューティング。
→知識命題だけでは必ずしも正解が得られない。問題の論理的フレーム
（枠組み）が明確でないとコンピュータは関連した知識の選択ができな
い（フレーム問題）。人間の曖昧言語コミュニケーションへの処理限界

第三次ブーム（近年）
機械学習＋ビッグデータ解析（統計処理）により画像や音声などのパタ
ーン認識で有効なディープラーニング（深層学習）の登場。自己符号化
による特徴量設計の自動化。
→記号接地問題（コンピュータ記述の記号が実世界の意味と結びつけら
れるかという問題）やフレーム問題は未解決。間違い誘発の統計処理。

西垣通、AIの真の可能性を見極めよ、Executive Foresight Online, 
Hitachi(http://www.foresight.ext.hitachi.co.jp/_ct/17013562)

第５世代コンピューティング
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第５世代は一般市場向けの応用がなく失敗に終わった。金
をかけてパーティを開いたが、客が来なかったようなもの
で、日本のメーカーはこのプロジェクトを受け入れなかっ
た。技術面では成功したが画期的な応用を示せなかった。

Edward Feigenbaum, a professor of computer science at 
Stanford University (1992.6.2 International Tribune紙)

高橋茂、通産省と日本のコンピュータメーカ、情報処理学会会誌「情報処理」, Vol44,No10, Oct 2003



Aiの弱点
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私がやめても世界の企業や研究者はＡＩの研究をやめはしない。
ならば、ＡＩの可能性と限界をきちんと見極め、対策を取ろう
ではないか。ＡＩには弱点がある。それは彼らが「まるで意味
がわかっていない」ということだ。

数学の問題を解いても、雑談につきあってくれても、珍しい
白血病を言い当てても、意味はわかっていない。逆に言えば、
意味を理解しなくてもできる仕事は遠からずＡＩに奪われる。

私は次のように講演を締めくくる。
「みなさんは、どうか『意味』を理解する人になってください。
それが『ロボットは東大に入れるか』を通じてわかった、ＡＩ
によって不幸にならない唯一の道だから」

新井紀子、ＡＩの弱点は「意味の理解」 東ロボくん研究、朝日新聞digital, 11.25.2016

AI/IoTを開発する専門家

AI/IoTを活用する専門家
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AI/IoT：過去から学ぶ

構想設計：未来形を考える

デザイン思考：対話式開発
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構想設計？

デザイン？

デザイン思考？
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構想設計︖
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ある目的を 具体化する作業

製作・工事などに当たり、工費・敷地・
材料および構造上の諸点などの計画を立
て図面その他の方式で明示すること

広辞苑第6版「設計」

目的を考える

工学機能

顧客価値

PROCESS OF PLANNING
ロングマン現代英英辞典4訂増補版「DESIGN」

構想設計と呼ばれる守備範囲

広辞苑第6版「デザイン」
下絵。素描。図案。総合的造形計画
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デザイン？
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デザイン？

「紺野登、ビジネスのためのデザイン思考、東洋経済新報社、(2010)」より

デザイン︖
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AI/IoTとデザイン思考
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過去 現在 未来

ゼロからプラスへ

マイナスからゼロへ

デザイン思考

AI

IoT

過去の不具合
を解決

新しい価値を
創出

コモディティ化？

差別化？
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新市場
新顧客

予兆 兆候 試し打ち 市場反応

！
コト

！

プロセス
コンセプ
ト
創成

新規市場
新規顧客
予兆把握

コト案
提案準備

事業承認
コト案
の提案

リリース
準備

市場学習リリース
撤退・増
強判断

利益回収

デザイン的な考え方 ：市場も顧客も生き物ゆえ『正解』は無い。プロトタイプへの相手の反応により『最適解』を探索

工学的な考え方 ：コトの『正解』は企業側か、市場側に有り、論理的導出、顧客や市場の調査・分析等で発見できる

工学的な考え方の限界

シンクタンク任せの市場予測
「性能＝顧客価値」の誤解

ものづくり一辺倒の解決策

社内中心で限定されたス
テークホルダーとの検討議論

不十分な市場学習、顧客反応。
供給側視点の事業承認
新しいものを既存価値観で評価

初期コンセプトが受け渡し不全
で変貌。事業不成功の原因に。

顧客視点でコト、もの、技術
の意味を徹底的に考える

ものづくり以外のビジネスモ
デル、販売チャネル、システ
ム、サービスも含めて解決

新規顧客、事業・開発パート
ナーも含めた広いステークホ
ルダーとの検討議論

市場学習、顧客反応による
軌道修正

プロトタイプの顧客反応によ
り事業判断

初期コンセプトからの一気通貨
により事業成功に。

仮説４０％レベルで試し、反応を見て、改良していく



デザインと研究開発
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顧客起点型のグローバルな研究開発体制を確立
社会イノベーション事業のグローバル展開をリード 2015年2月27日
株式会社日立製作所(執行役社長兼COO:東原敏昭／以下、日立)は、お客さま起点型の研究開発を
グローバルに推進するため、2015年4月1日付で、現在の中央研究所、日立研究所、横浜研究所の
国内3研究所とデザイン本部および海外研究拠点を、「社会イノベーション協創統括本部」、「テ
クノロジーイノベーション統括本部」、「基礎研究センタ」の2統括本部・1センタに再編します。
・・・

デザイン思考とは︖
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2014年度第二回広義のデザイン思考セミナー＠産総研 日立 主管デザイナー古谷氏のスライドより
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濱口秀司、デザイン思考を超えるデザイン思考、2014年4月ハーバードビジネスレビュー

現状の顧客観察ではイノベーションは起きない！

思考バイアスの破壊

SIP/DMCTチーム双⽅向連成を加速する超上流設計マネージメント／環境構築の研究開発
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研究開発連動型の活動
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SIP(戦略的イノベーション創造プログラム)／⾰新的設計⽣産技術
チーム双⽅向連成を加速する超上流設計マネージメント／環境構築の研究開発
産総研・東京⼤学⼈⼯物⼯学研究センター・⾦剛(株)・(株)リコー・(株)⼩松製作所

国立研究開発法人 産業技術総合研究所

産総研第4期中⻑期⽬標期間において重点的に推進する研究開発等
５．エレクトロニクス・製造領域
５−（３）ものづくりにおける産業競争⼒強化のための設計・製造技術の開発
顧客価値の⾼い製品・システムの開発を可能にするために、複数業種の製造⺠間企
業における共通問題を抽出し、デライト設計の質向上を実現する上流設計マネジメ
ント環境を構築する。

構想設計に関わる問題意識
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モノのスペックに偏った設計、顧客やマーケットとの対話不足、ウォーター

フォール型開発プロセスの限界、縦割り組織の硬直化による部署内局所最適

化による弊害など、日本のものづくりの技術的優位性を市場競争力の優位性

に繋げるための課題解決が、いま求められている。

目的情報が不完全な設計環境下
で、目的確定と解の探索が可能な
対話的デザイン手法

モノのスペックに偏った設計から、
モノとモノ、ヒトとモノとの関係性に
着目した設計アプローチ

状況の変化に弱く、プロセスが形骸
化しがちな設計プロセスを排除して、
アジャイル型開発手法を志向する

■対話型手法 ■関係性デザインアプローチ ■アジャイル型開発手法

価値は意味から⽣じる、
意味は関係性から⽣まれる

⽬的と境界条件が既知

境界条件が未知

⽬的と境界条件が未知
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設計仕様への関係性マッピング
・期待仮説の不確実性（顧客リサーチ能⼒）とデザイン・設計の最適性（実現担保能⼒）
・設計仕様を中⼼に、その上流とその下流を何とかマッピングする⼿法・ツール開発
・評価軸は構想設計への協業者・考慮項⽬・設計評価軸の多様性とプロセス効率

顧客価値

コンセプト 要求機能 製造仕様

輸送仕様

メンテ仕様

製造コスト 治具コスト

輸送コスト

メンテコスト

広告仕様
広告コスト

機械メンテコスト

ターゲット

ユースケース

他社・業界動向
物理挙動

⼯程設計

包装コスト
パッケージ設計

ユーザー対応

販売仕様

設置仕様 設置コスト

販売コスト

対応コスト

研究開発

設計仕様

CAE

設計上流：期待仮説の不確実性 設計下流：デザイン・設計の最適性
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構想設計プロセスと開発テーマ

-

動作の同時進⾏化

構想設計プロセス記述
（静的記述）

構想設計ＷＳ記述
（動的記述）

組織マネージメント双⽅向対話ツール
議論の並列化



デザインブレインマッピング（DBM）
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•2009年に新⽇鐵技術開発本部栗⼭幸久⽒（現・東⼤⼈⼯物⼯学RC教授）か
ら、制御システムの構想設計で現場知⾒を得るのに苦労したと伺ったのが開発の発端
•DBMは、属性間の関係に着⽬して、上流設計に参画する様々な専⾨領域の関係
者の知識やアイデア等の暗黙知を明⽰的に可視化・共有することで、チーム間双⽅向
連携を⽀援する⼿法。
•協調や協業を⽬的にしている点が、既存ツールとの⼤きな違い。

DBM⼿法のキーポイント
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•「ノード」と「エッジ」から構成されるハイパーグラフ記述に基づく関係性記述
•「ノード」を「実体」「属性」「関係」「コメント」に分類して議論整理
•「ノード」「エッジ」プロパティには画像/⾳/映像/web/⼊⼒者/重要度/⽇時を紐付可能
•プロパティメニューは必要に応じてカスタマイズが可能
•保存した履歴で議論振り返りが可能
•可視化フィルターで多軸での⾒える化が可能

記述例
この製品は消費者から⾒ると価格が⾼い。だから売り上げは期待できない。



従来の構想設計プロセスの問題点
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DBMの特徴と効果的な活⽤⽅法

36

議論の過程を可視化して記録・再⽣ メンバーのDBMファイルを集めて統合

議論を再利⽤して会議を効率化



DBMを活⽤した構想設計プロセスの事例
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部署を跨ぐ製品設計範囲／関係の把握

クラスタリングによって暗黙知を可視化外注仕様決めを対話的に決定

従来の構想設計会議の問題点
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DBMの特徴と効果的な活⽤⽅法
シンプルな操作で個⼈/チームで利⽤し易い

任意に議論の過程を保存・再⽣が可能

関係性に基づく記録で属⼈的要素に縛られない

場所や時間に拘束されない協業

40

DBMを活⽤した議論プロセスの事例



構想設計コンソーシアム合宿
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会員企業内の構想設計プロセ
スにおけるDBMユースケース検
討とDBMを使った議論可視化
による意⾒交換。
実施︓2014年11⽉、2015
年9⽉、2016年5⽉,11⽉

プロジェクト活動事例（1）
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活⽤事例「最⾼の製品・開発企画プロジェクト」
⾃社新製品の開発プロジェクト
で、そのプロセスや議論の可視
化にDBMを導⼊・活⽤。
実施︓2016年8⽉〜

株式会社 ⽊原製作所
⼭⼝県産業技術センター
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⽊原製作所ＷＳフレームワーク

-
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ＤＢＭ開発状況

DBMユーザ会
東京・関⻄

DBM⼿法書籍出版

産技連デザイン分科会活⽤展開

Ver.2.x

DBM⼿法化

H27定期会合10回（うち合宿1回）

DBMユーザ会
関⻄

H26定期会合12回
（うち合宿1回）

H28定期会合13回（うち合宿2回）

デザインブレインマッピング⼿法については丸善からの書籍
出版。また、産総研が事務局の産業技術連携推進会
議デザイン分科会＊を活⽤した展開を⾏う。

＊全国都道府県公設研のデザイン研究者ネットワーク

Ver.2.1.01

開発者と
ユーザ間の
PDCA

Ver.2

Ver.2.1.04

Ver.2.3

Ver.2.2

バージョンアップ

• ニュースリリース︓「デザイン・機能設計の現場⼒強化に向けたアクションツール」の公開
• ニュースリリース︓複数⼈で協調して空間をレイアウトするシステム「Dollhouse VR」の開発
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ＤＢＭ展開シナリオ

DBMについては10年間は、ユーザー会
などのユーザーサポートを継続

ソフトウェアユーザーサポート先
の探索

産総研が事務局の公設研デザイン研究者
ネットワークである「産業技術連携推進会議
デザイン分科会」を活⽤した展開

デザインブレインマッピング⼿法に関する
書籍出版（丸善）

②⼀般ユーザ層拡⼤①拠点機関連携促進

③サポート体制整備

④協働化探索

ブレストシステムの橋渡し先
の探索
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ブレストシステム

動作の同時進⾏化

構想設計ＷＳ記述
（動的記述）

ブレストシステム⼿法検証プロトタイ



過去 現在 未来

ゼロからプラスへ

マイナスからゼロへ

デザイン思考

AI

IoT

過去の不具合
を解決

新しい価値を
創出

AI-IoT-デザイン思考
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組み合わせると最強？

人に関わる

機械に関わる


